
早朝テニス
7・8 月の毎週土・日曜日（7 月
18 日㈯・19 日㈰、8 月 23 日㈰を
除く）7時～ 9時、田辺公園テニス
コート 1 面 2 時間 1,000 円。市
外在住者 2,000 円 希望日の前月
26 日 9 時から前日 19 時までに来
館問田辺中央体育館（☎ 62-1501）

　

国際交流
ふれあいお料理プラザ
7 月 11 日㈯ 10 時～ 14 時、中
部住民センター 市内に在住・通
勤・通学する人 大谷大学准教授の
ダシュ・ショバ・ラニさんによるイ
ンド料理教室。エプロン・三角巾・
ふきんなどを持参 先着 30 人
1,000 円 6月 16日㈫～ 7月 6日
㈪に☎問京田辺国際交流協会事務局
（市民参画課内、☎ 64-1314）

なかよしクラブ
各教室13時30分～15時30分、
普賢寺児童館。ステンドグラス教室
は 16 時 30 分まで 往復はがきの
往信用に希望教室・日程・住所・氏名・
☎・学校名・学年を書いて 6月 29
日㈪～ 7月 10 日㈮に郵送。1枚に
つき 1人・1教室まで問普賢寺児童
館（〒 610-0323 京田辺市水取門
田 6-3、☎ 65-0153）

夏休み子どもクッキング
7 月 25 日㈯ 10時～ 13時、中央
公民館 市内に在住する小学生 京
田辺の夏野菜でパスタを作ろう。エ
プロン・三角巾・ハンドタオル・布
巾 2枚・筆記用具を持参 20人
500 円 往復はがきの往信用に「子
ども体験教室（料理）」・住所・氏名・
学年・☎を、返信用に住所・氏名を
書いて 7月 3 日㈮までに郵送問京
田辺ネットワークの会かがやき（中
央公民館内、〒 610-0331 京田辺
市田辺丸山 214、☎ 62-2552）

親子でラフターヨガ
7 月 8 日㈬ 10 時～ 11 時、大住
児童館 一人歩きができる 3歳未

＜ 2＞＜ 3＞ 平成27年（2015年）6月15日
満の子どもと保護者 親子で笑いの
ヨガを楽しむ。講師＝ラフターヨガ
認定リーダーの中山須賀子さん 先
着 15組 7月 4日㈯ 9時以降に来
館・☎問大住児童館（☎ 68-2225）

普通救命講習
7 月 8 日㈬ 9時～ 12 時、消防署
AED（自動体外式除細動器）を

用いた心肺蘇生の講習。一定レベル
以上の技術を習得した人には修了証
を発行 先着 15人 前日までに☎
問▼消防署（☎ 63-1125）▼消防
署北部分署（☎ 65-0119）

つつきはっけん特別講座
7 月 10 日㈮ 10 時～ 12 時、社
会福祉センター テーマ＝古代・中
世の京田辺の遺跡。講師＝府立山城
郷土資料館職員 300 円 ☎・
で申し込み問つつきはっけん案内
人・伊藤（☎ 080-3134-8662、
dontuki@ric.hi-ho.ne.jp）

古文書を読む会
7 月 11 日㈯ 10 時～ 12 時、社
会福祉センター 講師＝精華町教
育委員会の中川博勝さん 300 円
問京田辺市郷土史会・土居（☎ 63-
5473）

思春期相談「なごみ」
7 月 14 日㈫ 10 時 15 分～ 12 時
45 分、女性交流支援ルーム 思春
期の子どもを持つ保護者など 思春
期の子どもについての相談に応じま
す。相談員＝上級思春期保健相談士
の廣澤真奈巳さん 先着 2人 ☎
で申し込み問女性交流支援ルーム
（☎ 65-3709）

JRふれあいハイキング
7 月 18 日㈯ 9時
30 分、JR 京 田 辺
駅 集 合（14 時 30
分ごろ解散）。雨天
中止 テーマ＝京
田辺の古代史の謎
を巡る～「継体五年冬十月筒城宮に
遷す」筒城宮は何処？パート 2～。
コース＝田辺高校東側一帯→法泉寺
→咋岡神社→寿宝寺→筒城宮伝承地
→JR同志社前駅（約10km）。昼食・
水筒を持参。弁当（600 円）の予
約可 300 円。寿宝寺拝観希望者
は 300 円必要 住所・氏名・☎・
参加人数・弁当の有無を 7月 16 日
㈭までに☎・ＦＡＸ・ 問京田辺市観光
案内所（☎ 68-2810、ＦＡＸ 68-2817、
info@kyotana.be）

市民音楽祭出場者募集
10 月 18 日㈰ 10時から、同志社
女子大学京田辺キャンパス新島記念
講堂 市内で活動する団体・サーク
ル 合唱・合奏・軽音楽・オーケス
トラの発表 1 人 1,000 円。学生
は 500 円 申込書を 7 月 18 日㈯
12 時までに持参・ＦＡＸ問▼文化協会
（中央公民館内、☎ 62-2552、ＦＡＸ
62-2519）▼音楽連盟・羽馬（☎・
ＦＡＸ 63-3452）
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●耐震性強化のため、老人福祉センター常
磐苑を改修　　　　　（1億5,756万円）
●水害に備えた地域版防災マップを 2 地
区で作成　　　　　　 　　　（300万円）
●近鉄興戸駅周辺に防犯カメラを設置し、
犯罪の抑止力を強化　　 　　（150万円）

●絆ネットコーディネーターを配置し、高
齢者見守りネットワークを強化　　　　　

　　　　　　　　　　　　（300万円）
●産後に加え、産前の体調不良時などにも
ヘルパーを派遣　　　　　　　（35万円）
●健幸レシピを開発し、茶・えびいも・田
辺ナスなど特産品の消費を喚起（25万円）

●ごみ焼却施設の後継施設建設用地を購入
　　　　　　　　　　　　　　（4億円※）
●省エネ推進・地球温暖化防止のため、ハ
イブリッドパッカー車を導入（980万円）
●自治会に対し、公園遊具などの備品購入
費を助成　　　　　　　　 　（250万円）

●田辺ナスの生産振興のため、JA 京都や
ましろの共同選果場整備を支援　　　　　
　　　　　　　　　　（1億4,791万円）
● D-egg で育成した企業に対し、退居後
の市内での賃貸料を助成する「起業家育成
施設テイクオフ補助金」を新設（90万円）

●薪小学校の児童増加に対応するため、学
校南側の隣接地を購入　　（9,318万円）
●小・中学校で校務支援システムによる業
務効率化を進め、教員と子どもがふれあう
時間を確保 　　　　　　　　（150万円）

今後さらに！
●多様な文化芸術活動ができる文化施設の
　整備計画を推進
●教育実践モデル校の成果をすべての小・
　中学校へ拡大

今後さらに！
●北部地域での一時保育サービスを検討
●認知症カフェなどを充実し、支援を強化

今後さらに！
●地域の実情に合わせた「避難所運営個別
　地区マニュアル」を策定
●ライフラインの耐震化を推進

今後さらに！
●大住駅・興戸駅などをバリアフリー化
●京田辺駅・新田辺駅周辺の新たなまちづ     
　くり

今後さらに！
●京都府農業総合研究所跡地に、緑をテー
　マにした公園を整備
●野外活動センターを整備

おはなし入門講座
9 月 15 日㈫・10月 20日㈫・11
月 17 日㈫・12月 15 日㈫。いずれ
も 10時 15 分～ 11 時 45 分、中央
図書館 昔話などを覚えて子どもた
ちの目を見ながら語ります。筆記用
具を持参 先着10人 100円 は
がきかＦＡＸで、氏名・住所・☎・ＦＡＸを
連絡問おはなしサークルがらがらど
ん・村上（〒 610-0351 京田辺市
大住ケ丘 1-4-7、☎・ＦＡＸ 62-7902） ※平成 27年度～同 31年度の総額

運動の楽しさ・できる
喜びを味わおう！


